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Kurume 830, Japan). Jpn. J. Appl. Ent. Zool. 29: 203-209 (1985)

Three species of aphidophagous coccinellids, Coccinella septempunctata brucki, Propylea japonica 

and Scymnus (Neopullus) hoffmanni were studied on their fecundity in laboratory condition (25•Ž, 

14L-10D). The values of the net reproduction (R0), the mean length of one generation (T) and 

the intrinsic rate of natural increase (r) were calculated as 575.4, 43.8 and 0.145 for C. septem-

punctata, 179.8, 27.8 and 0.187 for P. japonica, and 126.9, 20.5 and 0.236 for S. hoffmanni, respectively. 

The oviposition was continued for 66 days and 1,660 eggs were laid in C. septempunctata, 77 days 

and 1,481 eggs in P. japonica, and 49 days and 110 eggs in S. hoffmanni, respectively. It is 

interesting to note that the females of S. hoffmanni showed protecting behavior of their eggs, cover-

ing them with exuviae of their prey aphids. The hatchability was 40-60% for C. septempunctata 

and P. japonica and 60% for S. hoffmanni.

緒 言

テ ントウムシの世代 当 りの産卵数 は,BULDUF (1935)

が報告 しているよ うに,100卵 以下 の種 か ら1,000卵 以

上 の種,さ らにその中間的 な種 と多様 で,種 間における

産卵数 の相違 について比 較研究を行 うことは,生 活史 の

進 化の方 向を知る うえで重要であ る(内 田,1975)。 親 が

子 を育 てない動物 の産卵数 は生理的限界に よって決定 さ

れ,餌 が少 な く,捕 食 や寄 生に よる死亡率 の高い環境で

は小型卵 を多数産む傾 向があ る。一方子が親に よって養

育 され る種 では,産 卵数 は養 育の程 度 と反比 例す るとい

う(LACK, 1954)。 またCODY (1966)は 産子 数は天敵 の

捕 食か らの回避や,同 じ餌 をめ ぐる他者 との競 争に費や

す総エ ネルギ ー量 によって決 まる としてい る。 この よ う

な観点か らテ ントウムシの生活史 の進化 の方 向を知 るた

めの第1歩 として,本 論文では,生 活環境や食性 の近 い

ナナホ シテ ン トウCoccinella septempunctata brucki,ヒメカ

メノ コテ ン トウPropylea japonicaお よび ク ロヘ リヒメテ

ン トウScymnus (Neopullus) hoffmanni(以 下 ナナホシ,ヒ

メカメ ノコ,お よび クロヘ リヒメと略す)に つ いて室 内

実験 によって産卵開始 日か ら終 了 日までの産卵数 と孵化

率 の経過を調査 した。 さ らにこれ らのデ ータを もとに し

て,純 増加率(R0)お よび内的 自然増 加率(r)を 求 め,

3種 の テ ントウムシの増殖能力お よび繁殖戦略 の比較 を

行 った。

昆 虫は卵 を産む ときに,卵 塊で産む種類 と独立 した卵

粒 で産む種 類がい る(LONG, 1953)。 このよ うな違 いが

種 の生活になん らかの役割 を果た している と考 え られ て

い る(森 本,1979)。3種 のテ ン トウムシにつ いて 卵 塊

サイズ と孵化 率の関係を調 査 し,卵 塊 サイズの種 間差 の

比較 とその適応 的意義 について検討 を加えた。

本文 に先 だち 日頃 ご指導をいただいてい る平 嶋義宏教

授(九 州大学農学部),中 尾舜 一 ・木元新 作教授(久 留米

大学医学部)な らびに本論 に対 して有益 な ご助 言を くだ

さった梶 田泰司博士(九 州大学農学部)に 厚 くお礼申 し

あげ る。

材 料 お よび方 法

実験 に用いた ナナホ シ,ヒ メカメノ コ,ク ロヘ リヒメ

の3種 テ ン トウムシは,久 留米市御井町周辺で採集 した

越冬世代成 虫の飼 育に よって得 られた,そ れ らの子孫で

ある。各越冬世代成 虫は,ヒ メカメノコは1973年11月

にセイタカア ワダチ ソウか ら,ナ ナホ シは1979年10月

にオオア レチ ノギ クで,ま た クロヘ リヒメも同 じ頃にオ

オバ コ,キ ンエ ノコロ,ヨ モギの混 生す る草原 でそれぞ

れ採集 した。飼育 して得 られた成 虫は,羽 化時の生体 重
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Table 1. Total number of eggs laid by three species of coccinellid

**Significant (p<0 .01) (F-test).

が重 い ものに限定 し,増 殖 力の低下 を防止 した。その限

界値 はナナホ シでは,雌 が35.0mg,雄 が30.0mg,ヒ

メカメノコでは雌 が7.5mg,雄 が5.5mg,ク ロヘ リヒ

メでは雌 が1.3mg,雄 が0.9mgと した。

1. 産卵数の調査

3種 テ ン トウム シとも産卵数 の調査は,25℃, 14L-

10Dに セ ッ トした 恒温器 内で,上 記の越冬世代成虫 の

飼 育に よって得 られたそれ らの子孫を用いて行 った。飼

育容器 には プラスチ ック製の シャー レ(直 径90mm,高

さ15mm)を 使用 し,ふ た として透 明なサ ラ ンラ ップで

被覆 した。その中に雌 雄一対を放飼 し,毎 日1回,餌 と

してキ クで大量増殖 させた ワタアブラムシAphis gossypii

を供試 虫が半分以上食べ残す ぐ らい十分 に(ナ ナホ シで

は500匹 以 上,ヒ メカメノ コでは100匹 以上)給 餌 した。

飼 育の開始は,ナ ナホ シ,ク ロヘ リヒメが10月 中旬,

ヒメカ メノコが2月 上 旬か らであ る。 ヒメカメノコだけ

は採集後 は10～15℃, 10L-14Dの 条件に した恒温器

内で,ミ ツバ チの雄蜂 児粉末(岡 田 ら,1971)を 与えて

実験開始時期 を調節 した。 ここで餌 として用いた ワタア

ブ ラムシは,成 長速度,成 虫のサイズの両面か らみて ナ

ナホシ(岡 本 ・佐藤1973),ヒ メカ メノコ(福島 ・駒 田,

1972)お よび クロヘ リヒメ(河 内,未 発表)の 餌 として

好適 な種 であ る。

2. 孵 化率の調査

上記 の飼育 に よって得 られた卵 の孵化率 は,上 記 と同

形 の シャー レを用 い,内 部に適当に湿 らせた脱脂綿 を乾

燥 防止用 に配置 して成虫 と同条件下で保存 して求め た。

孵 化数 は毎 日定刻 に調べ部分的に孵化 しな い卵があ る場

合 は,調 査 日数 を必要 に応 じて追加 させ た。

卵塊 のサイズ と孵 化率の調査 も同様の方法で行 い,卵

塊 のサイズは これを構成 してい る卵粒数で表わ した。

3. 卵食 の調査

先 に孵 化 した幼虫 に よる卵食 は,孵 化が間近 くなった

時刻(胚 子 の黒化状況で確認可能)か ら1時 間 ご とに観

察 し,孵 化 した幼虫を順 次除去 した区 と,除 去 しない区

の二 つを設 け,両 区の孵 化率の差で示 した。なお,ナ ナ

ホ シの成 虫に よる卵 の捕食 は産卵 数 を調査 した際にみ ら

れた捕食 され た卵塊数 として求 めた。卵 食は卵殻 の痕跡

に よって判断 した。 また ヒメカメ ノコの卵食調査 は,産

卵数調査 の際に 給餌 ア ブラムシ数 を20匹,40匹(い ず

れ も成虫 に とって不十分 な餌量)と した区を設定 して,

成虫 の卵食 率を調 査 した。

結 果

1. 産卵数

ナナホ シ,ヒ メカメノコお よび クロヘ リヒメの総産卵

数 とその解析結果をTable 1に 示 した。総産卵数 の平均

値 はナナホ シが最 も多 く(最 多産卵数は2,483卵),次 い

で ヒメカ メノコが多か った(最 多産卵数 は1,786卵)。 こ

れ に対 して クロヘ リヒメの総産卵数 の平均値は上記2種

の約1/10の110卵 で,最 多産卵数 も223卵 に す ぎなか

った。総産卵数 はナナホ シとヒメカメノコの間では1%

の危険率 で有意差 があ った(Table 1)。 ただ し産卵期間

はTable 1に 示す ように,ヒ メカメノコが最 も長 く,次

いで ナナホ シが長 く,ク ロヘ リヒメは ヒメカメノコの約

60%の 期間 であった。 ナナホ シでは 日当 り産卵数が産卵

開始 日か ら15日 目までは20卵 以下 であ ったが,そ の後

約40日 間は21～50卵 に増加 した。 しか し55日 目 以 降

は,産 卵 が隔 日とな り,個 体に よっては40卵 以上 産 ん

Table 2. Relation between oviposition period and 

number of eggs laid per day in three species 

of coccinellid

*Significant at 5% level (F-test).

**Significant at 1% level (F-test) .
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Fig. 1. Number of eggs laid per day (-) and accumulative number of eggs 

(•œ) in Propylea japonica (A) and Coccinella septempunctata (B).

Fig. 2. Number of eggs laid per day (-) and 

accumulative number of eggs (•œ) in Scymnus 

hoffmanni.

だ 日もあ ったが,日 当 り産卵数 の平均値 は約10卵 に 減

少 した(Table 2)。

ヒメカメノコの産卵期間を通 じての 日当 りの産卵数 に

は,2度 の増減があ り(Fig. 1),産 卵開始 日か らお よそ

20日 までは20～40卵 であ ったが,そ の後2週 間は20卵

以下に減少 した。約35日 目以降 に再 び増加 があ り,約10

日 の間 は30卵 を 産 卵 した が,そ の後 漸 減 した(Table 2)。

ク ロヘ リ ヒメ の産 卵 経 過 を み る と,産 卵 開 始 日か らお

よそ30日 間 は 日当 りの平 均 値 は2～6卵 で あ っ た が

(Fig. 2, Table 2), 30日 以 降,産 卵 が 終 了 す る ま で の

10～20日 間 は,1～2卵 に減 少 した。個 体 に よ っ て は15

卵 以 上 産卵 す る も の もみ られ た 。

次 に 総 産 卵 数 の平 均 値 の50%が 産 下 され る まで の 日

数 を み る と(図 中 に 矢 印 で 示 した),ナ ナ ホ シ で は31日

目,ヒ メ カ メ ノ コで は30日 目,ま た ク ロヘ リ ヒメ で は

17日 目で あ った 。3種 と も産 卵 期 間 の35～50%の 日 数

で 総 産 卵 数 の 半 分 を 産 下 して い る こ と に な る(Fig. 1, 

2)。

OHSAKI (1982)の 方 法 に基 づ い て卵 の体 積 を 算 出 し

(卵 を楕 円体 とみ な して公 式 に 当 て は め た),雌 の蛹 重(蛹

化 直 前 の重 さ と した)当 りの1卵 の重 さ を求 め て3種 間

の相 対 的 な卵 サ イ ズを 比 較 した 。 そ の結 果,卵 の相 対 的

な 大 き さは,3種 の うち で は ク ロヘ リヒ メが 最 も 大 き

く,ナ ナ ホ シが 最 も小 さ い こ とが 明 らか で あ る(Table 

5)。

2. 増 殖 能 力

3種 テ ン トウ ム シ の性 比(雌/(雄+雌)×100で 示 す)

は,ナ ナホ シで は51.6%,ヒ メ カ メ ノ コで は48.4%,ク

Table 3. Specific difference in net reproductive rate and other related features among 

three species of coccinellid
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ロヘ リヒメでは56.2%で あ る(河 内,未 発表)。 これ ら

の値を もとに して各 テ ン トウムシの産卵時期別産雌成虫

数の比 較を行 った。1匹 の雌が次世代 に残す雌成虫 の平

均数を示 す世代当 り純繁殖 率(R0), 1世 代 の平均 産 卵

時間(T)お よび内的 自然増加率(r)は,次 式で求め た

(伊藤 ・村井,1977)。

R0=∞ Σx=0(lx・mx)

T=Σ(x・lx・mx)/R0

r=lnR0/Tと す る

こ こでlxは 成 虫 まで 生 存 した雌 の割 合,mxは 雌 当 りの

産 雌 成 虫 数 で あ る。 た だ しR0お よびrの 計 算 に お い て

は,lxはl0=1と した(Table 3)。Table 3に 示 され て

い る よ うにR0の 値 の 大 小 順 は ナ ナ ホ シ,ヒ メ カ メ ノ コ,

ク ロヘ リ ヒ メ とな っ た 。 ナ ナ ホ シの 純 繁殖 率 は ク ロヘ リ

ヒメ の4.5倍 に もな る 。 一方 内 的 自然 増 加 率 は,純 繁 殖

率 と は逆 に ク ロヘ リ ヒ メが大 き く,ナ ナ ホ シが 最 も小 さ

い。

指 数 曲線 的 な個 体 数 増 加 を 想定 す る と,時 間Tの 間

の増 加 率 は,内 的 自然 増 加 率(r)を 用 い たerTで 示 す

こ とが で き る。 こ の場 合,λT=erT(あ る い は λ=er)の

λ は 期 間 自然 増 加 率 で あ り,こ の値 か ら個 体 数 が2倍 に

な る の に必 要 な 日数(倍 加 期 間)xは,log2=xlogλ で

求 め られ る(沼 田,1983)。 期 間 自然増 加 率 に よ って 求

め た個 体 数 が2倍 に な る の に必 要 な 日数 は,ク ロヘ リヒ

メ で2.9日 以 上,ヒ メカ メ ノ コで3.7日 以 上,ま た ナ ナ

ホ シは4.8日 以 上 とな る。 ま た3種 と も1年 間 適 切 な 条

件 下 で 密 度 効 果 な しに繁 殖 した とす れ ば,ク ロヘ リヒ メ

は37ケ タ,ヒ メ カ メ ノ コで29ケ タ,ま た ナ ナ ホ シは22

ケ タの 増 加 を す る こ とに な る(Table 3)。

3. 卵 塊 サ イ ズ

ク ロヘ リヒ メは 卵 塊 産 卵 しな い こ とか ら,こ こで は卵

塊 産卵 を す るナ ナ ホ シ と ヒ メ カ メ ノ コ を取 り扱 い,そ れ

らの 卵 塊 当 り卵 粒 数(以 下 卵塊 サ イ ズ と略 す)の 頻 度 分

布 をFig. 3に 示 した 。 ナ ナ ホ シの 卵塊 サ イズ の 頻 度 分

布 は,二 項 分 布 のJ型 を示 し,2～9卵 か らな る比 較 的

小 さい卵 塊 が 最 も多 か った 。卵 塊 サ イズ の平 均 値 は 約30

卵 で あ っ た 。 これ に 対 して,ヒ メ カ メ ノ コ の卵 塊 サ イ ズ

の頻 度 分 布 は二 項 分 布 の対 称型 に 近 い頻 度 分 布 を 示 し,

卵 粒数 が8～9個 の卵 塊 が 最 も多 く,平 均 的 な卵 塊 サ イ

ズ は9.4卵 で あ っ た。 次 に総 産 卵 数 に 対 す る各 卵 塊 サ イ

ズ が 占 め る割 合 は ナ ナ ホ シ,ヒ メ カ メ ノ コ と も対 称 型 の

分 布 を示 し(Fig. 3),平 均 的 な卵 塊 サ イ ズが ピ ー ク に位

置 して い る。 また ナ ナ ホ シの 卵 塊 は 全 卵 数 の60%以 上

Fig. 3. Frequency distribution of size of egg-masses 

(• ) and ratio of each egg-mass to total num-

ber of eggs laid (• ). 

Propylea japonica (upper) and Coccinella septem-

punctata (lower).

Fig. 4. Hatchability of eggs in relation to oviposi-

tion period. •›: S. hoffmanni, •¡: P. japonica, •œ: 

C. septempunctata. Hatchability was indicated 

every five days.

が30卵 以上 の卵塊 で占め られ てい る。 これに対 して卵塊

サ イズが10卵 以下 の ものは総卵数 の約6%に す ぎない。

4. 孵化率

孵化率 は産卵 した成虫 の 日齢 に影 響 されて変化す るこ

とが考 え られ るので,産 卵 時期 別に(産 卵 開始 日か ら5

日ご とに区分)示 した(Fig. 4)。 産卵 開始 日か ら終 了前

5～10日 までの期 間はナナホ シ,ヒ メカメノコ で は40

～60%の 間 で不規則 な変化 がみ られ るのに対 して,ク ロ

ヘ リヒメではこれ よりも高い50～60%の 間で,前2種 と
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Fig. 5. Relation between hatchability and size of 

egg-masses.

Table 4. Relation between prey density and egg-

predation by adult coccinellids

a) A pair of adults coccinellids were reared.

比 較 して い くぶ ん変 動 の 幅 が 小 さい よ うにみ え る。 ク ロ

ヘ リヒ メだ け は,孵 化 率 が 日齢 に よっ て 顕 著 に 影 響 され

る傾 向 は み られ な い が,ナ ナ ホ シ と ヒ メ カ メ ノ コで は,

産卵 終 了 前5～10日 間 に 著 し く 低 下 す る 傾 向 が み られ

た。 総 産 卵 数 に対 す る孵 化 率 は,ナ ナ ホ シで は51.6%,

ヒ メ カ メ ノ コで は48.4%,ク ロヘ リ ヒメで は58.2%で あ

っ た。 ク ロヘ リヒ メで は 他 の2種 に比 べ て 孵 化 率 が い く

ぶ ん 高 い こ とが わ か る。

Fig. 5に 卵 塊 サ イ ズ と孵 化 率 の 関 係 を示 した 。た だ し,

前 記 の よ うに 孵 化 率 は 産卵 終 了 前 に 著 し く低 下 す る の

で,調 査 対象 の卵 塊 は 産卵 終 了 日 よ りも10日 以 上 前 の

もの に 限 っ た。Fig. 5に 明 らか な よ うに,ヒ メ カ メ ノ コ

で は卵 塊 サ イ ズ に 関 係 な く45～65%の 孵 化 率 を 示 した 。

同様 に ナ ナ ホ シで も各卵 塊 は,50～65%の 孵 化 率 を 示 し

て い る が,10～49卵 の卵 塊 サ イ ズ は い く ぶ ん 高 い 傾 向

が み られ た。

5. 卵 食

孵 化 率 に大 きな影 響 を 与 え る卵 食 は,先 に 孵 化 した 幼

虫 と産 卵 中 の成 虫 に よっ て 起 こ る。 全 体 的 に み る と,ヒ

メカ メ ノ コで は 同一 卵 塊 に お い て 先 に 孵 化 した 幼 虫 に よ

る卵 食 率 は約15%で あ った の に 対 して,ナ ナ ホ シで は10

%以 内 で あ っ た 。 これ に対 して ク ロヘ リヒ メで は,食 害

は こ れ まで に 観 察 され な か った 。 一 方 成 虫 に よ る卵 の捕

食 を み る と,ヒ メ カ メ ノ コは 雌 雄 一 対 当 り給 餌 した ア ブ

Fig. 6. An egg-mass of C. septempunctata (A), and eggs 

of S. hoffmanni (B). Arrow shows eggs are partly 

covered with excaviae of aphids.

ラム シ数20匹 区,40匹 区(ど ち らも不 十分な餌 量)と

も成虫 の100回 の産卵 に対 して,卵 食は1回 以下 であ っ

た(Table 4)。 しか しナナホ シ成虫 では十 分な餌 量(500

匹以上)を 与 えた場合 で も100回 の産卵 に対 して数 回の

卵食 がみ られ た。 これ らとは対照 的に クロヘ リヒメ成 虫

では,給 餌量 に関係な く卵食 は観 察 され なか った。

考 察

ナナホ シ,ヒ メカメノコお よび クロヘ リヒメの総産卵

数 を比較 してみ ると,ク ロヘ リヒメのそれは きわめて少

な く,前 二 者の10分 の1以 下 にす ぎない。 この 相違 は

産卵習性 の種 間差に関係があ ると考え られ る。すなわ ち,

クロヘ リヒメの卵 は卵塊 をつ くらず,ア ブラムシの コロ

ニーの中あるいはその付近に独立 して産卵 す るため,孵

化幼虫 に対 して餌 が確実に保証 されてい る。 さらに本種

は卵 にア ブラム シの脱 皮殻 をかぶせて カモ フラ-ジ ュ し

た り(Fig. 6),花 弁 や巻いた葉の陰の部 分に産卵 した り

す る習性 を もち,こ の ことに よって天敵 の加害か ら卵を

保護 してい ると考え られ る(河 内,1982)。 これ に対 し

てナナホ シとヒメカメノコでは卵 が保護 され るよ うな場
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Table 5. Comparison of egg volume and pupal weight among three species of 

coccinellid

所 には産卵 しない し,一 般に顕著な卵塊をつ くって産卵

す る。両種 ともア ブラムシの生息す る場所 および その付

近に産卵 す るが,必 ず しもコロニーの中 とは限 らない。

後者 では孵 化幼虫に とっては餌の探索に相 当の時間 を必

要 とす る ことになろ う。

これまでに報 告 されてい るCoccinella属 の世代当 りの

産卵数 を文献か ら求め ると,C. axyridisが498卵,C. no-

vemnotataが814卵(最 多産卵数 は1,005卵)(SUNDBY, 

1966)。 フィンラン ド産のC. septempunctataで は,HA-

MALAINEN and MARKKULA (1972)の1,217～1,882卵 と

い う報告 があ る。 また クロヘ リヒメの近縁種 と考え られ

ているScymnus nubesの それはわずか32卵 とい う(BUL-

DUF, 1935)。上記 の報告 例では飼 育条件に相違があ ると

はいえ,Coccinella属 は多産性で,Scymnus属 は前者 よ り

はるか に少産 であ ることを裏 付けてい る。 この事実は3

種 のテ ン トウム シの卵 の大 きさ(体 積)が,蛹 重 に対 し

て反比 例す ることとよく符号す る(Table 5)。

本実験 で求 めた3種 のテ ン トウムシの内的 自然増加率

(r)は,明 らかに天敵や餌 をめ ぐる他の競争者の存在 し

ない状況 で,し か も餌 が十分に供給 されて い る環 境条

件下 のもので ある。 し た がって,こ れは最大 内的増 加

率(rmax)に 近 い値 と考 えて よい。 自然界におけ るrは

rmaxよ りも当然低 い の で,今 後 野外 におけ る実態を克

明に究 明 してみ る必要 がある。 ここでは この ことを考 慮

しないで,内 的 自然増加率 を比較す る と,ク ロヘ リヒメ

は ナナホシの約1.5倍 の速 さで増殖 し,ま た ヒメカメノ

コは両種 の中間的な増殖速度であ る。 ナナホシの属す る

Coccinella属の一部 には夏眠 がみ られ る。しか し餌 を十分

に与えた飼育条件下(14L-10D, 25℃)で は 休眠 しな

い ので(河 内,1985),室 内で増殖す る場合 の増殖効 率の

判定の 目安に なるであ ろ う。

テ ントウムシ類の なかに は,卵 塊 をつ くって産卵す る

種類(例 として ここで扱 ったナ ナホシ,ヒ メカメノ コの

ほ か に も ナ ミテ ン トウHarmonia (Ptychanatis) axyritis

(前田,1965),ニ ジュ ウ ヤホ シ テ ン トウHenosepilacna 

vigintioctpunctata(森本,1965),カ メノコテ ン トウAio-

locaria hexaspilota(松良,1976)を あげ ることがで きる)

と卵 を独立 して産卵 す る種 類(た とえば クロヘ リヒメの

ほ か に も ベ ダ リア テ ントウRodolia cardinalis(吉 田,

1917),ヒ メア カホ シテ ントウCilocorus kuwanae(田 中,

1966),コ クロヒメテ ン トウScymnus (Pullus) hilaris(加

藤,1972)を あげ る ことができ る)が い る。 これ らの う

ち産卵数 の多 い種類 は食性 に関係 な く,卵 塊産卵性 のも

のが多 い。 しか し卵 を卵塊 で産卵 す る習性 と,独 立に産

卵す る習性 の違 いの適応 的意義は不明で,今 後の研究課

題 である。3種 テ ン トウムシでは,他 の卵塊産卵性の昆

虫,た とえば ニカメイガChilo suppressalis(佐藤 ・森本,

1962)な どと同様 に,卵 塊 サイズ と孵 化率 との間には,

深 い関係 がある とは考え られ ないので(Fig. 5),卵 塊 産

卵性 のメ リッ トは孵 化率か らは説 明で きそ うにな い。 し

か し,他 のメ リッ トはあ ると考 え られ るので,今 後卵塊

サ イズ と孵化 した幼虫 のその後 の生存率 との関係を,野

外 および室 内で詳細 に調 査 してみ る必 要があ る。

クロヘ リヒメでは,日 当 り産卵数 が きわめ て 少 な い

(3～10卵)こ とか ら,物 理 的に も卵塊産卵 が 起 こりに

くい。卵塊産卵性 のナナホ シとヒメカメ ノコでは,卵 塊

当 り未孵化卵が常 に一定 の割合 で含 まれ る(前 種 では35

～50% ,後 種で35～55%)。 また卵食率 はナナホシで は

10%以 内,ヒ メカメ ノコでは15%で ある。 これ らの未

孵 化卵は,孵 化 した幼虫 のもっぱ ら卵食 の対象 となって

い ると考え られ る。 これが餌 の低密度下 での一部 の孵化

幼 虫の発育をあ る程度保証 し,餌 のあ る場所へ の移動 を

可 能に して,卵 塊全体 の絶滅 とい う最悪事態か ら守 って

い るよ うに考え られ る。事実BANKS (1956)はC. septem-

punctataで,ま たKADDOU (1960)はHippodamia quin-

quesignataで実験 的に卵食 させた幼虫個体は,絶 食 個 体

に比 べて寿 命が長 く,か つ行動 も活発であ ることを 明ら

か に してい る。

摘 要

3種 の食牙性 テ ン トウムシ,ナ ナホ シ,ヒ メカメノコ

お よび クロヘ リヒメの増殖 能力を明 らかにす るために,

産卵数,卵 塊 サイズ,孵 化率な どを調査 し,以 下の結果

を得た。
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1) 世代 当 り総産卵数 の平均値 はナナホ シが1,660卵

と最 も多 く,次 いで ヒメカメノコの1,481卵 であ り,ク

ロヘ リヒメのそれ は110卵 と前2種 の 約1/10に す ぎな

かった。

2) 平均的 な卵塊 のサ イズはナナホ シが約30卵,ヒ メ

カメノコは約9卵 であ った。 クロヘ リヒメは卵粒産卵性

であ るのに対 して,ナ ナホシと ヒメカメノ コは卵塊産卵

を行 う。

3) 純増殖率(R0)は,ナ ナホシが最 も高 く,次 いで

ヒメカメノコ,ク ロヘ リヒメの順 であ った。 ことに クロ

ヘ リヒメのそれは ナナホシの1/4以 下 であった
。一方 内

的 自然増加率(r)は クロヘ リヒメが最 も高 く,ナ ナホ シ

が低か った。

4) 3種 の孵化率は,産 卵終 了直前以外 では産卵 した

成 虫の 日齢にあ ま り関係 がな く,40～60%で あったが,

クロヘ リヒメでは孵化率 がい くぶん 高い傾 向があった。

5) ナ ナホ シと ヒメカメノ コでは,卵 塊 当 り未孵化卵

が常に一定 の割合 で含 まれ,こ れ らの未孵 化卵 は孵化 し

た幼虫の卵食 の対象 となっている と考 え られ る。
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